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Ⅰ 本タスクフォースのミッション

◆ 部会の下に「要求事項等検討タスクフォース」を設置して、掘り下げた検討を進めること
◆ 「要求事項」の検討を先行し、「方針」についても「要求事項」との関連性を意識しつつ検討を進めること
◆ 試行的な取組を踏まえながら、最終的な取りまとめを進めること
などを決定。また、タスクフォースの審議状況も勘案しながら、審議結果を部会に報告することとされた

【対応の背景事情】
○ 「公的統計の整備に関する基本的な計画」（令和2年6月2日閣議決定）において、「統計行政の新生に向けて～将来に

わたって高い品質の統計を提供するために～」（令和元年12月24日 統計改革推進会議統計行政新生部会）を踏まえ、
関係府省が、統計作成プロセスの水準を段階的に向上していくため、「第三者監査」の導入が求められているところ

（４） 品質確保に向けた取組の強化
ア ＰＤＣＡサイクルの確立等

○ 統計委員会が取りまとめる要求事項及び方針に基づき、総務省から派遣された統計監理官が行う第三者監査※も活
用し、統計作成プロセスの水準を段階的に向上させる【関係府省、総務省・令和３年度（2021年度）から実施】

※ 第三者監査とは、統計委員会が取りまとめる要求事項（品質の高い統計を作成するために行う必要がある事項。
以下同じ。）及び方針に基づき、総務省から派遣された統計監理官等が行う取組をいう。統計の作成府省は、第
三者監査に対応するとともに、その結果を活用して、統計作成プロセスの水準を段階的に向上させる。

発展的に改組された「統計作成プロセス部会」において、統計委員会における新たなミッションである「統
計作成プロセス監査（第三者監査）」の導入に向けた、「要求事項」及び「方針」の検討を開始

【第１回統計作成プロセス部会（2020年11月５日）】［参考１］
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［参考１］ 第1回部会における御意見等

◆ 調査担当府省にも一緒になって主体的に考えてもらい、統一した基準を示していくことが本部会のミッション

◆ 各調査実施者、特に「現場」の負担感を抑制しつつ、各府省が自発的に取り組む意識を持ってもらう環境
をいかに作るかということが大事

◆ 統計調査の効率化や引き継ぎに役立つなど、現場にとってもメリットが大きいということを訴求していくことが重
要

◆ シンプルで現場にも分かりやすい要求事項を定めることが本取組の成功に繋がる
◆ 要求事項という最低限の要件をクリアするだけではなく、利用者に「なるほど」と思ってもらえるようなプラスアル

ファの品質向上につながる事項や新しい気付きの点を加味することも重要
◆ サポートデスクのような仕組みも検討の余地 など

※ 参考情報として、「内部統制報告制度の概要」についても情報共有

◆ 今般のミッションは、国際機関等における先行事例や、ＩＳＯ２０２５２規格を基に策定された日本品
質管理学会規格を踏まえた「公的統計の品質保証に関するガイドライン」の策定・充実といったこれまでの取
組の延長線上にあり、ゼロからの出発ではない

◆ 外部からの監査には限界もあることから、自己点検の取組が重要であり、改善の源泉となる
◆ 現実にできないことを要求事項、特に「必須事項」とするべきではない など

【私（椿）からのプレゼン概要】

【部会所属委員等からの御意見】
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＜「基本方針」における「審議に当たっての基本的認識・考え方」（ポイント）＞
● 今般のミッションは、「公的統計の品質保証に関するガイドライン」を始め、統計作成プロセスの水準の段階的な向

上を通じ、公的統計の品質確保を目指すこれまでの取組の延長線上にあるもの［参考２］

● 「第三者監査」は、公的統計に関する作成プロセスの現状を評価し、品質について信頼を与える活動。現状を客
観的にチェックした上で、より良い改善の在り方を共に検討する（ポジティブな）取組であり、「統計作成プロセ
ス診断」とも位置付けられるもの

※ 第三者が、誤り等を指摘して修正させる、といった（ネガティブ）イメージではない

● 統計作成プロセスの改善は、統計作成者が自らの気づきにより主体的に取り組むことが「第一義」であり、統計
監理官の活動は、これを客観的立場から助言、支援、促進するもの

● 今般の取組に当たっては、統計委員会の再発防止建議における「品質はプロセスで作り込む」との基本的な視点
を踏まえて別途進められている、統計作成の各段階の標準的な業務フロー、それぞれの留意事項等を体系的
に示す「標準的な業務マニュアル」に関する取組との整合性にも留意［参考３］

3

Ⅱ タスクフォース審議に当たっての基本的認識・考え方

第１回統計作成プロセス部会の審議結果も踏まえた
「タスクフォース運営に当たっての基本方針」の取りまとめ

※ 第1回会合（2020.11.26）、第2回会合（2021.1.14）、第３回会合（2021.2.18）



○ 第Ⅰ期基本計画においては、ＩＭＦデータ品質評価フレームワーク（ＤＱＡ
Ｆ）等を基に、統計の品質表示を含めた統計の品質に関する自己評価のた
めのガイドライン策定がミッション

○ 利用者ニーズに対応した公的統計の作成・提供、その品質の表示・評価
（プロダクト評価）・改善を通じた、有用性及び信頼性の確保向上を目指
す「品質保証活動」（Quality Assurance）を推進するため、公的統計の
品質保証に関するガイドライン（品質保証ガイドライン）を策定し、平成23
年4月から本格運用を開始

［参考２］
Ⅰ 公的統計の品質確保に向けたこれまでの取組について

「公的統計の整備に関する基本的
な計画」（平成21年3月閣議決定。第Ⅰ期
基本計画）に基づく取組

取
組
の
充
実

「公的統計の整備に関する基本的
な計画」（平成26年3月閣議決定。第Ⅱ期
基本計画）に基づく取組

○ 第Ⅱ期基本計画においては、国際的な動向や関連学会における研究結果等
を踏まえ、公的統計へのプロセス保証を、品質保証ガイドラインに導入する方
向での見直しがミッション

○ 日本品質管理学会規格「公的統計調査のプロセス‐指針と要求事項」を踏
まえて、品質保証ガイドラインに、「統計調査の実施過程の質評価」（プロセ
ス評価）に関する取組（自己評価）※を追加し、平成28年4月から本格
運用を開始

国際機関等における先行事例やISO 20252規格を基に策定された日本品質管理学会規格を踏まえ、公的統
計の品質保証に関するガイドライン（品質保証ガイドライン）を策定・充実し、 統計作成プロセスに関連する各種
ガイドライン等も活用して、統計作成プロセスの標準化、改善を始め、品質確保に向けた取組を推進。
⇒今般の新たなミッションもこの延長線上の取組

取
組
の

展
開

「公的統計の整備に関する基本的
な計画」（令和2年6月閣議決定。第Ⅲ期基
本計画）に基づく今般のミッション ４

第1回TF資料１(抜粋)

※ 「自己評価」を前提とする取組であることに留意が必要（椿）



第1回TF参考８（追記）

※ 各府省における統計ごとの業務マニュアルの作成・定期的な確認に当たって活用するものとして、
各府省WGの議論も踏まえつつ、整理中 5



６

Ⅲ タスクフォースにおける審議の進め方
＜ 「基本方針」における「具体的な審議の進め方」（ポイント）＞
● 「方針」については、ISO20252規格の認証スキームの要素等を参考としつつ、統計監理官の活動に関する指針

も含めて検討。チェックの仕方等相互の関連性を意識しつつ、当面、「要求事項」の検討を先行的に実施

● 「要求事項」の審議に当たっては、本基本方針を踏まえ、事務局において、日本品質管理学会規格や、公的統
計の品質保証に関するガイドライン等の内容を、企画、実査などの統計プロセスごとに整理した「たたき台」に基
づいて集中的・効率的に検討［参考４～６］

● その際、これまでの基準・視点等は、自己評価による改善を前提とするものであることから、第三者によるチェックに
対応する、よりシンプル、客観的なものとなるよう、また、「重要性」に応じ、Shall（「必須」）とShould （「推
奨」）の違いにも留意して区分した上で、各府省の現状も見据えた実効的な、かつ、段階的な水準の向上を
意識したものとなるよう志向［参考６］

● また、統計作成プロセスの自己評価や第三者によるチェックに当たっては、記録・ドキュメント類の確認が重要と考え
られるところ、「標準的な業務マニュアル」の検討状況に関する情報共有も図りつつ、各府省の負担にも留意した
現実的な記録範囲等を検討

＜現状＞
◆ 「標準マニュアル」における標準的な統計作成プロセスの整理に向けた検討も踏まえ、「企画」～「実査」～

「審査・集計」～「公表・提供」～「評価」～「管理（マネジメント）」という一連の統計プロセスごとの
「要求事項（案）」の第1Ｒの審議を一通り終えたところ 【第2回会合（1/14）～第6回会合（5/26）】



＜第３回タスクフォース会合における整理＞

● 要求事項は、この各プロセス（工程）の現状を統計作成者自ら、また、統計作成プロセス診断時に第三者であ
る統計監理官が確認する際の「統計の品質確保に向けた基本的な基準・手順・視点」であり、「改善の在り方
を検討する際の端緒」

● 診断に当たっては、調査実施者の懸念・負担感の抑制の観点から、標準マニュアルに基づく「作成・整理・保管す
るドキュメント・成果物（→既存の資料の活用等各府省の負担にも留意した現実的なもの）」や「業務内容」等
を具体的な確認資料・判断材料として活用

Ⅳ 「要求事項（案）」の基本的なイメージ・コンセプト等

＜要求事項（案）作成に当たっての基本的なコンセプト＞［参考６］
● 各プロセス（工程）を正確かつ効率的に実施するためなどに必要な、

手順が定められているか

その手順に基づいて実施されているか

実施した結果や成果物が記録又は報告されているか

という、統計作成府省によるプロセスの管理や、その仕組み自体をまずは「必須」の要求事項として設定。
また、手順等の具体的な内容、レベル感などを「推奨」の要求事項として設定し、「診断」の際の段階的な水準

の向上に向けた助言、支援等に活用
● また、業務を委任・委託して実施する場合が多いという実態を踏まえ、

「委任・委託先となる地方支分部局、地方公共団体及び民間事業者」を「実施機関」と定義した上で、
上記の統計作成府省に対する要求事項を受け、統計作成府省が、仕様書等において、「実施機関」に求めるこ
ととなるプロセスについても、参考として記載

シンプル、客観的な「当たり前品質」の適合の
現状を確認し、利用者等の信頼を確保

第３回TF資料１(抜粋)
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基本的枠組みの
企画

・ 調査目的や調査事
項、集計内容など
検討

分析・公表
・ 分 析 、 公 表
資料作成

・HPやe-Stat
への掲載

など

詳細な実施の
企画

・ 公表・データ等の
整備・保存に至
る一連の業務の
詳細、具体的手
順の検討

調査計画
※内容は、統計

関係法令、承
認申請等事務
処理マニュアル
に規定・説明

審査・集計
・エラーチェック
・欠測値補完
・結果表の作
成・推計

・結果表の審
査（分析的
審）

など

実査
・用品作成
・調査対象選
定

・調査票配布
・照会対応
・調査票回収
・督促
・データ入力

など

統計作成府省

総務省
（統計委員会）

申 請

［参考４］ 【参考】 基本的な公的統計の作成プロセス

審査・承認

企 画

デ ー タ 等 整
備・保存
・ 分 析 、 公 表
資料作成

・HPやe-Stat
への掲載

・保存データの
整理やフォー
マット整備

など

点検・評価
・調査計画を
中心に、実査
から公表に至
る実態との整
合性を点検

・必要に応じて
調 査 計 画 を
見直し

など

品質保証ガイドライン（統計作成過程の質評価）

民間委託ガイドライン
点検・評価
ガイドライン

調査票情報等の管理・漏えい等ガイドライン

記録・保存すべき内容等も統計ごとに区々な状況 ⇒ 「標準マニュアル」整備の必要(別葉)

○各種ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝにより、統計作成ﾌﾟﾛｾｽの各段階において品質確保に向け必要となるor
望ましい基準・手順・視点（≒要求事項）の整理は一定程度進んでいる

○他方、品質保証ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを除き、そうした基準等が、課題・テーマ別に整理されており、
統計作成ﾌﾟﾛｾｽ全体の観点から、体系的に再整理(＋必要に応じ修正、追加)する必要

調査マニュア
ル・実施計画
等
※調査マニュアル

等の内容は、
各統計ごとに
疎密あり

※一連の事務を民間事業
者を活用して実施する場合

８

これまでの業務最適化等の流れから、公的統計作成における
業務フローの標準化への整理は一定程度進んでいる

第1回TF資料１(抜粋)



第２回TF資料３（追記）

［参考５］標準マニュアルにおける統計作成プロセスについて（案）

９

※ 統計ごとの「特性」も勘案しつつ、「管理（マネジメント）」
部分の扱いを含め、整理・再構成の予定（附番について
は便宜的なもの）（椿）

1 企画 2 実査 3 審査・集計 5 保存・提供

① 基本的な企画 ※ ① 名簿整備 ① [集計機関における]調査票の受付 ①

② 調査名・目的・対象範囲の設定 ※ ② 調査対象の抽出 ② [集計機関における]調査票のチェック ② 調査票情報等の利用及び提供

③ ※ ③ ③ データ入力 ③ データの管理、安全性の確保

④ 調査事項及び集計事項の設定 ※ ④ ④ 分類符号付け

⑤ 調査票の設計 ※ ⑤ ⑤ 6 評価

⑥ 全体スケジュールの設定 ※ ⑥ 用品準備 ⑥ 集計用データ作成、集計 ① 点検・評価

⑦ 調査方法及び調査系統の検討 ※ ⑦ 協力依頼、広報 ⑦ 集計結果の審査

⑧ 提供方法の設定 ※ ⑧ 調査票や関係書類の配布 ⑧ 結果表作成

⑨ ※ ⑨ 調査票の収集、督促 ① 仕様書の作成

⑩ 総務省への承認申請 ⑩ ② 委託先の選定

⑪ 府省令等の整備 ⑪ 調査票の収集結果に関する記録 ① ③ 委託契約

⑫ ⑫ 問合せなどへの対応 ② 公表資料の作成、報告書の刊行 ④ 実施状況の確認

⑬ 管理的側面の検討・制約条件の明確化 ⑬ ③ 政府統計共同利用システムへの登録 ⑤ 納品チェック、成果物受領

⑭ 実施体制 ⑭ ④ 案内・問合せ対応 ⑥ 報告書の受領

⑮ 業務能力と教育・訓練 ⑮ 災害発生時等の対応

⑯ 秘密保護、法令遵守に係る検討

⑰ ドキュメントの保存、管理、保護

※は調査計画（及びその添付書類）に記載する事項。
調査計画については、総務省（基幹統計は統計委員会）の審査・承認を経る。

4 公表

業務の委託

標本設計（母集団、目標精度、抽出・層化
方法の設定）

調査票情報の保存における体制整備、保存
期間の検討

調査員の活動範囲の設定
[調査員調査の場合]

調査員の活動状況の確認等
（コンプライアンスチェック等）

調査票の審査・修正（データエディティング）

結果に係る解説作成・分析、
加工（回収率、標準誤差の算定等）

調査票情報整備（オンサイト利用の提供用
データを含む）

調査員任命・教育
[調査員調査の場合]

システムやユーザーインターフェースの確認
[オンライン調査の場合]

調査票のチェック
[調査員調査の場合]

調査票のチェック
[経由機関がある場合]

実査・審査・集計・保存等に係る計画の
作成


統計作成プロセスについて

				作業注：項目名が２行にわたるものは、セル内に記載されているのではなく、テキストボックスを上から貼り付けているので、修正や切り取り作業の際は注意　（１行の場合でも、項目名が長い場合は、テキストボックス貼り付けの場合あり） サギョウ チュウ コウモクメイ ギョウ ナイ キサイ ウエ ハ ツ シュウセイ キ ト サギョウ サイ チュウイ ギョウ バアイ コウモクメイ ナガ バアイ ハ ツ バアイ

				　　　　（セルの高さが狭いため、セル内に２行で記載しても表示されないため） タカ セマ ナイ ギョウ キサイ ヒョウジ





				標準マニュアルにおける統計作成プロセスについて（案） ヒョウジュン トウケイ サクセイ アン



				1 企画 キカク								2 実査 ジッサ								3 審査・集計 シンサ シュウケイ								5 保存・提供 ホゾン テイキョウ



				①		基本的な企画 キホンテキ キカク		※				①		名簿整備 メイボ セイビ						①		[集計機関における]調査票の受付 シュウケイ キカン チョウサヒョウ						①



				②		調査名・目的・対象範囲の設定		※				②		調査対象の抽出 チョウサ タイショウ チュウシュツ						②		[集計機関における]調査票のチェック シュウケイ キカン チョウサヒョウ						②		調査票情報等の利用及び提供



				③				※				③								③		データ入力 ニュウリョク						③		データの管理、安全性の確保 カンリ アンゼンセイ カクホ



				④		調査事項及び集計事項の設定		※				④								④		分類符号付け



				⑤		調査票の設計		※				⑤								⑤								6 評価 ヒョウカ



				⑥		全体スケジュールの設定		※				⑥		用品準備						⑥		集計用データ作成、集計 ヨウ シュウケイ						①		点検・評価 テンケン ヒョウカ



				⑦		調査方法及び調査系統の検討		※				⑦		協力依頼、広報						⑦		集計結果の審査



				⑧		提供方法の設定		※				⑧		調査票や関係書類の配布						⑧		結果表作成						業務の委託 ギョウム イタク



				⑨				※				⑨		調査票の収集、督促 シュウシュウ														①		仕様書の作成 シヨウショ サクセイ



				⑩		総務省への承認申請						⑩								4 公表 コウヒョウ								②		委託先の選定 イタク サキ センテイ



				⑪		府省令等の整備						⑪		調査票の収集結果に関する記録 チョウサヒョウ シュウシュウ ケッカ カン キロク						①								③		委託契約 イタク ケイヤク



				⑫								⑫		問合せなどへの対応						②		公表資料の作成、報告書の刊行 ホウコクショ カンコウ						④		実施状況の確認 ジッシ ジョウキョウ カクニン



				⑬		管理的側面の検討・制約条件の明確化						⑬								③		政府統計共同利用システムへの登録						⑤		納品チェック、成果物受領 ノウヒン セイカブツ ジュリョウ



				⑭		実施体制 ジッシ タイセイ						⑭								④		案内・問合せ対応						⑥		報告書の受領 ホウコク ショ ジュリョウ



				⑮		業務能力と教育・訓練						⑮		災害発生時等の対応



				⑯		秘密保護、法令遵守に係る検討



				⑰		ドキュメントの保存、管理、保護 ホゾン カンリ ホゴ



				※は調査計画（及びその添付書類）に記載する事項。 チョウサ ケイカク オヨ テンプ ショルイ キサイ ジコウ

				調査計画については、総務省（基幹統計は統計委員会）の審査・承認を経る。 チョウサ ケイカク ソウムショウ キカン トウケイ トウケイ イインカイ シンサ ショウニン ヘ























































標本設計（母集団、目標精度、抽出・層化
方法の設定）

調査票情報の保存における体制整備、保存期間の検討

調査員の活動範囲の設定
[調査員調査の場合]

調査員の活動状況の確認等
（コンプライアンスチェック等）

調査票の審査・修正（データエディティング）

結果に係る解説作成・分析、
加工（回収率、標準誤差の算定等）

調査票情報整備（オンサイト利用の提供用
データを含む）

調査員任命・教育
[調査員調査の場合]

システムやユーザーインターフェースの確認
[オンライン調査の場合]

調査票のチェック
　[調査員調査の場合]

調査票のチェック
　[経由機関がある場合]

実査・審査・集計・保存等に係る計画の
作成

資料3



最適化計画との関係

		「統計調査等業務の業務・システム最適化計画」機能一覧 トウケイ チョウサ トウ ギョウム ギョウム サイテキカ ケイカク キノウ イチラン

				業務機能（最適化計画時） ギョウム キノウ サイテキカ ケイカク ジ														標準マニュアルにおけるプロセス項目（案）
※項目名・番号は要修正※ ヒョウジュン コウモク アン

				第一階層 ダイイチ カイソウ				第二階層 ダイニ カイソウ				第三階層（下位機能） ダイ ミ カイソウ カイ キノウ

				1		企画		1.1		調査研究		1.1.1		統計需要把握				企画 キカク		①基本的な計画 キホンテキ ケイカク

												1.1.2		改善要望聴取

												1.1.3		研究会開催				ー		ー

												1.1.4		調査方法等検討				企画 キカク		①基本的な計画（既存データの活用の検討） キホンテキ ケイカク キゾン カツヨウ ケントウ

												1.1.5		試験調査				ー		ー

								1.2		標本設計		1.2.1		母集団選定				企画 キカク		⑥標本設計（母集団、目標精度、抽出・層化方法の設定） ヒョウホン セッケイ ボシュウダン モクヒョウ セイド チュウシュツ ソウカ ホウホウ セッテイ

												1.2.2		目標精度設定

												1.2.3		抽出方法決定

												1.2.4		層化

												1.2.5		抽出				実査
準備 ジッサ ジュンビ		②調査対象の抽出 チョウサ タイショウ チュウシュツ

												1.2.6		重複是正

												1.2.7		調査履歴登録

								1.3		経費措置		1.3.1		予算要求				企画 キカク		②管理的側面の検討・制約条件の明確化 カンリテキ ソクメン ケントウ セイヤク ジョウケン メイカクカ

												1.3.2		配分

												1.3.3		執行

								1.4		調査設計		1.4.1		調査項目検討				企画 キカク		⑦調査事項及び集計事項の設定 チョウサ ジコウ オヨ シュウケイ ジコウ セッテイ

												1.4.2		調査方法検討				企画 キカク		⑩調査方法及び調査系統の検討 チョウサ ホウホウ オヨ チョウサ ケイトウ ケントウ

												1.4.3		調査票設計				企画 キカク		⑧調査票の設計 チョウサ ヒョウ セッケイ

												1.4.4		集計事項検討				企画 キカク		⑦調査事項及び集計事項の設定 チョウサ ジコウ オヨ シュウケイ ジコウ セッテイ

												1.4.5		結果表様式設計

												1.4.6		公表・提供方法検討				企画 キカク		⑪提供方法の設定 テイキョウ ホウホウ セッテイ

												1.4.7		全体スケジュール検討				企画 キカク		⑨全体スケジュールの設定 ゼンタイ セッテイ

								1.5		申請・届出		1.5.1		申請書等作成				企画 キカク		⑭総務省への承認申請 ソウムショウ ショウニン シンセイ

												1.5.2		申請書等送付

												1.5.3		審査

												1.5.4		審議会付議				ー		ー

												1.5.5		承認受領				企画 キカク		⑭総務省への承認申請 ソウムショウ ショウニン シンセイ

								1.6		府省令等整備		1.6.1		条文作成				企画 キカク		⑮府省令等の整備 フショウレイ トウ セイビ

												1.6.2		協議				ー		ー

												1.6.3		官報掲載				ー		ー

						標準マニュアルで新規追加の項目														③実施体制
④業務能力と教育・訓練
⑤調査名・目的・対象範囲の設定
⑫調査票情報の保存における体制整備、保存期間の検討
⑬秘密保護、法令遵守に係る検討
⑯審査・集計計画の作成 ジッシ タイセイ ギョウム ノウリョク キョウイク クンレン チョウサメイ モクテキ タイショウ ハンイ セッテイ チョウサヒョウ ジョウホウ ホゾン タイセイ セイビ ホゾン キカン ケントウ ヒミツ ホゴ ホウレイ ジュンシュ カカ ケントウ シンサ シュウケイ ケイカク サクセイ

				2		実査準備 ジュンビ		2.1		調査区設定		2.1.1		設定方法検討				実査
準備 ジッサ ジュンビ		③調査員の活動範囲の設定[調査員調査の場合] チョウサイン カツドウ ハンイ セッテイ チョウサイン チョウサ バアイ

												2.1.2		地図作成

												2.1.3		現地踏査

												2.1.4		調査区画定

								2.2		事務打合せ会議		2.2.1		会議企画				ー		ー

												2.2.2		資料作成

												2.2.3		資料送付

												2.2.4		会場確保

												2.2.5		開催通知

												2.2.6		出席者選出・確認

												2.2.7		会議開催

								2.3		用品準備		2.3.1		用品計画				実査
準備 ジッサ ジュンビ		⑤用品準備 ヨウヒン ジュンビ

												2.3.2		用品設計

												2.3.3		用品調達

												2.3.4		用品発送

								2.4		調査員任命		2.4.1		募集				実査
準備 ジッサ ジュンビ		④調査員任命・教育[調査員調査の場合] チョウサイン ニンメイ キョウイク チョウサイン チョウサ バアイ

												2.4.2		候補者推薦

												2.4.3		名簿作成

												2.4.4		選考

												2.4.5		任命

												2.4.6		身分証交付

												2.4.7		調査員説明会開催

												2.4.8		報酬支払

								2.5		協力依頼		2.5.1		依頼内容検討				実査
準備 ジッサ ジュンビ		⑥協力依頼、広報 キョウリョク イライ コウホウ

												2.5.2		依頼先選定

												2.5.3		依頼

								2.6		広報		2.6.1		広報企画

												2.6.2		広報調達				ー		ー

												2.6.3		広報実施				実査準備 ジッサ ジュンビ		⑥協力依頼、広報 キョウリョク イライ コウホウ

												2.6.4		政府広報依頼				ー		ー

				3		実査		3.1		調査票記入（他計式）		3.1.1		用品配布準備				ー		ー

												3.1.2		担当地域確認				ー		ー

												3.1.3		要図作成				ー		ー

												3.1.4		名簿作成				実査準備 ジッサ ジュンビ		①名簿準備 メイボ ジュンビ

												3.1.5		聞き取り				ー		ー

												3.1.6		記入・入力				ー		ー

								3.2		調査票配布（自計式）		3.2.1		用品配布準備				ー		ー

												3.2.2		担当地域確認				ー		ー

												3.2.3		要図作成				ー		ー

												3.2.4		事前通知配布				実査 ジッサ		⑦調査票や関係書類の配布 チョウサヒョウ カンケイ ショルイ ハイフ

												3.2.5		記入依頼

												3.2.6		名簿作成				実査準備 ジッサ ジュンビ		①名簿準備 メイボ ジュンビ

												3.2.7		配布・郵送				実査 ジッサ		⑦調査票や関係書類の配布 チョウサヒョウ カンケイ ショルイ ハイフ

												3.2.8		不在連絡票投函

								3.3		調査票取集（自計式）		3.3.1		調査票受領				実査 ジッサ		⑧調査票の収集、督促 チョウサヒョウ シュウシュウ トクソク

												3.3.2		記入内容確認				実査 ジッサ		⑭調査票の簡易検査 チョウサヒョウ カンイ ケンサ

												3.3.3		聞き取り				実査 ジッサ		⑧調査票の収集、督促 チョウサヒョウ シュウシュウ トクソク

												3.3.4		督促

								3.4		苦情対応		3.4.1		対応要領作成				実査 ジッサ		⑬問合せなどへの対応 トイアワ タイオウ

												3.4.2		苦情・要望受付

												3.4.3		担当者回送

												3.4.4		回答

												3.4.5		記録

												3.4.6		回覧

												3.4.7		是正措置

								3.5		災害対応		3.5.1		報告受付				ー		ー

												3.5.2		対応方針検討				実査 ジッサ		⑯災害発生時の対応 サイガイ ハッセイジ タイオウ

												3.5.3		措置

												3.5.4		記録				ー		ー

												3.5.5		回覧				ー		ー

												3.5.6		幹部報告				ー		ー

												3.5.7		報道発表				ー		ー

								3.6		調査書類検査・提出		3.6.1		内容検査				実査 ジッサ		⑮調査票の内容検査 チョウサヒョウ ナイヨウ ケンサ

												3.6.2		照会

												3.6.3		符号付け

												3.6.4		補筆訂正

												3.6.5		整理

												3.6.6		提出

						標準マニュアルで新規追加の項目														⑨指導員・調査員の活動状況の確認等（コンプライアンスチェック等）
⑩指導員・調査員への個別指示
⑪調査票収集業務の実施状況の把握
⑫調査票の収集結果に関する記録
⑰情報通信技術を用いた調査情報等の収集（オンライン調査の場合） シドウイン チョウサイン カツドウ ジョウキョウ カクニン トウ トウ シドウイン チョウサイン コベツ シジ チョウサヒョウ シュウシュウ ギョウム ジッシ ジョウキョウ ハアク チョウサヒョウ シュウシュウ ケッカ カン キロク ジョウホウ ツウシン ギジュツ モチ

				4		審査		4.1		調査書類受付		4.1.1		受領				審査
集計 シンサ シュウケイ		①調査票の受付検査 チョウサヒョウ ウケツケ ケンサ

												4.1.2		仕分け

												4.1.3		枚数等確認

												4.1.4		保管

												4.1.5		受領書発行				ー		ー

								4.2		書類検査		4.2.1		内容検査				審査
集計 シンサ シュウケイ		①調査票の受付検査 チョウサヒョウ ウケツケ ケンサ

												4.2.2		書類点検・整理

								4.3		分類符号付け		4.3.1		分類基準作成				審査
集計 シンサ シュウケイ		②分類符号付け ブンルイ フゴウ ヅ

												4.3.2		符号付け

												4.3.3		検査

								4.4		データ入力		4.4.1		入力				審査
集計 シンサ シュウケイ		③調査票の審査・修正（データエディティング） チョウサヒョウ シンサ シュウセイ

												4.4.2		検査

								4.5		データチェック		4.5.1		チェック要領作成

												4.5.2		チェックプログラム作成

												4.5.3		形式チェック

												4.5.4		論理チェック

												4.5.5		データ修正

								4.6		疑義処理		4.6.1		疑義票作成				ー		ー

												4.6.2		問い合わせ				ー		ー

												4.6.3		結果掲載				ー		ー

												4.6.4		方針決定				ー		ー

												4.6.5		処理				ー		ー

				5		集計		5.1		集計企画		5.1.1		集計方針策定				審査集計 シンサ シュウケイ		④集計データ作成 シュウケイ サクセイ

												5.1.2		スケジュール設定				ー		ー

												5.1.3		手順書作成				審査
集計 シンサ シュウケイ		④集計データ作成 シュウケイ サクセイ

								5.2		集計プログラム作成		5.2.1		プログラム設計書作成

												5.2.2		コーディング

												5.2.3		テストデータ作成				ー		ー

												5.2.4		テスト				審査
集計 シンサ シュウケイ		④集計データ作成 シュウケイ サクセイ

								5.3		演算		5.3.1		オペレーション

												5.3.2		演算結果出力

												5.3.3		演算結果審査

												5.3.4		データ修正				ー		ー

												5.3.5		プログラム修正				ー		ー

												5.3.6		再演算				ー		ー

								5.4		結果表作成		5.4.1		結果表様式作成				企画 キカク		⑦調査事項及び集計事項の設定 チョウサ ジコウ オヨ シュウケイ ジコウ セッテイ

												5.4.2		様式審査				ー		ー

												5.4.3		結果表作成				審査集計 シンサ シュウケイ		⑥報告書用結果表作成 ホウコクショ ヨウ ケッカヒョウ サクセイ

												5.4.4		結果表審査				審査
集計 シンサ シュウケイ		⑤集計データ（結果表）の審査 シュウケイ ケッカヒョウ シンサ

												5.4.5		修正

												5.4.6		再作成				ー		ー

				6		分析・加工		6.1		分析・加工企画		6.1.1		分析・加工方針策定				分析公表 ブンセキ コウヒョウ		①分析・加工（回収率、標準誤差の算定等） ブンセキ カコウ カイシュウリツ ヒョウジュン ゴサ サンテイ トウ

												6.1.2		スケジュール設定				ー		ー

												6.1.3		手順書作成				ー		ー

								6.2		資料・データ収集		6.2.1		提供依頼				ー		ー

												6.2.2		法的申請				ー		ー

												6.2.3		公開情報収集				ー		ー

								6.3		分析・加工プログラム作成		6.3.1		プログラム設計書作成				（審査
集計） シンサ シュウケイ		（④集計データ作成） シュウケイ サクセイ

												6.3.2		コーディング

												6.3.3		テストデータ作成				ー		ー

												6.3.4		テスト				ー		ー

								6.4		演算		6.4.1		オペレーション				分析
公表 ブンセキ コウヒョウ		①分析・加工（回収率、標準誤差の算定等） ブンセキ カコウ カイシュウリツ ヒョウジュン ゴサ サンテイ トウ

												6.4.2		演算結果出力

												6.4.3		結果審査

												6.4.4		データ修正				ー		ー

												6.4.5		プログラム修正				ー		ー

												6.4.6		再演算				ー		ー

				7		公表・提供		7.1		報道発表・官報公表		7.1.1		報道発表資料作成				分析
公表 ブンセキ コウヒョウ		②公表資料の作成 コウヒョウ シリョウ サクセイ

												7.1.2		幹部・関係者レク

												7.1.3		記者クラブ資料投込

												7.1.4		記者レク

												7.1.5		会見

												7.1.6		官報掲載

								7.2		閲覧公表		7.2.1		閲覧申込受付				ー		ー

												7.2.2		結果表検索				ー		ー

												7.2.3		結果表提示				ー		ー

												7.2.4		総務大臣報告				ー		ー

												7.2.5		官報告示				ー		ー

								7.3		報告書刊行		7.3.1		原稿作成				分析
公表 ブンセキ コウヒョウ		②公表資料の作成、報告書の刊行 コウヒョウ シリョウ サクセイ ホウコクショ カンコウ

												7.3.2		印刷発注

												7.3.3		刊行

												7.3.4		発送

												7.3.5		総務大臣報告

												7.3.6		官報告示

								7.4		ホームページ掲載		7.4.1		原稿作成				分析
公表 ブンセキ コウヒョウ		④政府統計共同利用システムへの登録 セイフ トウケイ キョウドウ リヨウ トウロク

												7.4.2		コンテンツ作成

												7.4.3		サーバ登録

												7.4.4		公開スケジュール設定				ー		ー

												7.4.5		公開				分析公表 ブンセキ コウヒョウ		④政府統計共同利用システムへの登録 セイフ トウケイ キョウドウ リヨウ トウロク

								7.5		案内・問い合わせ対応		7.5.1		案内情報配信申込受付				ー		ー

												7.5.2		配信先登録				ー		ー

												7.5.3		案内情報作成				ー		ー

												7.5.4		配信				ー		ー

												7.5.5		問い合わせ受付				分析
公表 ブンセキ コウヒョウ		⑤案内・問合せ対応 アンナイ トイアワ タイオウ

												7.5.6		担当者回送

												7.5.7		調査

												7.5.8		回答

								7.6		提供用データ・データベース整備		7.6.1		ドキュメント作成				保存提供 ホゾン テイキョウ		①調査票情報整備（オンサイト利用の提供用データを含む） チョウサヒョウ ジョウホウ セイビ リヨウ テイキョウヨウ フク

												7.6.2		提供用プログラム作成				ー		ー

												7.6.3		提供用データ作成				保存提供 ホゾン テイキョウ		①調査票情報整備（オンサイト利用の提供用データを含む） チョウサヒョウ ジョウホウ セイビ リヨウ テイキョウヨウ フク

												7.6.4		データベース整備				保存提供 ホゾン テイキョウ		④政府統計共同利用システムへの登録 セイフ トウケイ キョウドウ リヨウ トウロク

								7.7		電磁的記録提供		7.7.1		申込受付				保存提供 ホゾン テイキョウ		②調査票情報等の利用及び提供 チョウサヒョウ ジョウホウ トウ リヨウ オヨ テイキョウ

												7.7.2		審査

												7.7.3		ファイル編成仕様書作成				ー		ー

												7.7.4		データ複製・送付				ー		ー

								7.8		個票データ提供		7.8.1		目的外使用申請受付				保存提供		②調査票情報等の利用及び提供 チョウサヒョウ ジョウホウ トウ リヨウ オヨ テイキョウ

												7.8.2		審査

												7.8.3		副申				ー		ー

												7.8.4		承認				保存提供 ホゾン テイキョウ		②調査票情報等の利用及び提供 チョウサヒョウ ジョウホウ トウ リヨウ オヨ テイキョウ

												7.8.5		ファイル編成仕様書作成				ー		ー

												7.8.6		データ複製・送付				保存提供 ホゾン テイキョウ		②調査票情報等の利用及び提供 チョウサヒョウ ジョウホウ トウ リヨウ オヨ テイキョウ

						標準マニュアルで新規追加の項目														③統計利用者への行政記録情報等の利活用等状況の明示 トウケイ リヨウシャ ギョウセイ キロク ジョウホウ トウ リカツヨウ トウ ジョウキョウ メイジ

				8		評価		8.1		事後調査		8.1.1		調査企画				ー		ー

												8.1.2		実施				ー		ー

												8.1.3		審査・集計				ー		ー

												8.1.4		報告書作成				ー		ー

								8.2		事後報告会		8.2.1		会議企画				ー		ー

												8.2.2		会議資料作成				ー		ー

												8.2.3		資料送付				ー		ー

												8.2.4		会場確保				ー		ー

												8.2.5		開催通知				ー		ー

												8.2.6		出席者選出・確認				ー		ー

												8.2.7		会議開催				ー		ー

								8.3		政策評価		8.3.1		実績・指標等収集				ー		ー

												8.3.2		分析				ー		ー

												8.3.3		改善策検討				ー		ー

												8.3.4		評価書作成				ー		ー

												8.3.5		評価会開催				ー		ー

												8.3.6		報告書作成				評価 ヒョウカ		①点検・評価 テンケン ヒョウカ

												8.3.7		公表
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［参考６］要求事項（案）の検討資料（具体例）
第３回TF資料２(抜粋・追記)
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本ＴＦのターゲット（審議対象）
※「◎」赤字部分が「必須」要求事項

「○」黒字部分が「推奨」要求事項

各府省ＷＧにおいて検討中の
「標準マニュアル」（骨子案）

今般の要求事項（案）作成
の「参照元」情報（品質保証
ガイドライン等）

※実施機関：統計作成業務の委任・委託先となる地方支分部局、地方公共団体及び民間事業者をいう。 

（参考）「標準マニュアル」の骨子案（各府省と調整中） 「統計作成プロセス診断」 
要求事項（案） 
◎：「必須」要求事項 
○：「推奨」要求事項 
【】：公的統計の品質要素 

「診断」時のポイン
ト等 

（参考） 
品質保証ガイドライン・ 
事務マニュアル 
その他関連ガイドライン 

（参考） 
日本品質管理学会規格 作成プロセス・

フローの区分 内容 「業務マニュアル」作成に 
当たっての視点・留意事項 

作成・整理・保管する
ドキュメント・ 
成果物 

実査８ 
調査票や関
係書類の配
布 

・配布方法（当初予定
した方法で配布でき
ない場合の配布方法
を含む。）を定める 

・配布状況の把握・管
理方法を定める 

・調査票や関係書類
（記入の手引きな
ど）を配布する 

◎調査計画に基づき、配布方法
を定める 

◎調査対象に配布する書類・用
品に過不足が生じないよう
確認する 

◎調査票の配布状況を把握・管
理する方法を定める。 

◎オンライン調査において ID、
パスワードを配布する場合
や、プレプリントされた調査
票を配布する場合は、調査対
象以外の者に詐取されない
ような措置をとる。 

◎調査票・調査関係
書類の配布方法・
手順書 

◎調査票・調査関係
書類の配布状況
の把握・管理方
法・手順書 

◎調査対象者名簿  
 
[調査員調査の場
合]  

◎調査員の手引き
（説明要領、質疑
応答要領）） 

○不在連絡票 
 

◎統計作成府省は、調査計画に
基づき、調査票・調査関係書類
の配布方法（当初予定した方
法で配布できない場合の方法
を含む。）・手順（配布状況の把
握・管理方法・手順を含む。）
を定めなければならない。 

【正確性】【効率性】 
＜実施機関を活用する場合の仕
様書等記載事項の参考 
（活用しない場合、統計作成府
省が自ら実施）＞ 
◎実施機関は、必要に応じより
詳細な実務書等を定めた上
で、あらかじめ定められた方
法・手順に従って、調査票や調
査関係書類の配布を行うとと
もに、調査票の配布の年月日
等の情報や配布状況の把握・
管理結果を記録しなければな
らない。 

【正確性】【効率性】 
◎統計作成府省は、あらかじめ
定められた方法・手順に従っ
て、調査票・調査関係書類の配
布状況を実施機関からの報告
等に基づいて把握・管理しな
ければならない。 

【正確性】【効率性】 

・特に調査方法（調査
員・郵送・オンライ
ン）や調査系統（地
方支分部局・地方
公共団体・民間事
業者）が輻輳する
場合、統合的な管
理となっているこ
と。 

・「実施機関からの報
告等」には、統計作
成府省による実施
機関の（サンプル
的な）実地調査が
含まれ得る。 

Ⅲ データ収集 
１ 調査票収集業務の実施状況
の把握 
調査票の収集に係る業務

が計画どおり確実に実施さ
れるよう、業務の確認手順を
定め、その確認結果を記録し
ているか。 

Cf事務マニュアル「チェック事
項」 
・ 調査票の収集に係る業務の
実施状況について把握する
ため確認手順を定めている
か。 

・ 定められた確認手順に基づ
き、調査票の収集に係る業務
が計画どおり実施されてい
ることを確認し、その結果を
記録しているか。 

・ 調査票の収集に係る業務が
計画どおり実施されていな
い場合、その業務担当者に適
切な指示をだしているか。 

 
11 調査票の収集状況の記録 

調査票の配布・督促・取集
の年月日、収集手段等の情報
を適切に記録しているか。 

 

６ データ収集 
6.3 実査によるデータ収集の実施 
6.3.5 調査実施年月目 
 調査実施機関は、調査票の配布及び収集の
実施年月日・担当調査員名等の情報を、調査
票又は調査対象名簿等に記録しなければなら
ない。 
 
6.5 データ収集プロセスのモニタリング 
 データ収集プロセスが意図されたとおりに
実施されることを確実にするために、統計作
成府省及び調査実施機関は、データ収集プロ
セスをどのようにモニタリングするかについ
ての詳細及びモニタリング結果を記録しなけ
ればならない。 
 
（参考）公的統計の総合的品質管理を目指し
て（建議） 
Ⅰ．２．（４）民間事業者、地方公共団体等へ
の適切な指示と履行確認 
（改善策） 
・ …調査の特性に応じ、本府省による調査
票情報を活用した履行状況の確認、監査等
の措置により、適切な調査実施を確保する。 

 



［参考７］ 要求事項（案）に関するこれまでのＴＦにおける主な御意見等

要求事項（案）について、基本的なコンセプトを含め、おおむね適当とされたものの
◆ 要求事項を適用する範囲や対象、具体的な利用方法等を念頭において議論すべき
◆ 紛れが生じないように用語・定義の明確化を図るとともに、要求事項案の記述も分かりやすく工夫する必要

があるのではないか
◆ 企画⑬～⑰([参考５]参照)やシステムの整備などについては、（企画の一部ではなく、）「管理」など、調

査プロセス全体のマネジメント事項として独立させた方がよいのではないか
◆ プロセス診断に当たっては、ISO20252の認証審査の際に使用されている 「適合」「不適合」「観察事項」

「不適用」「適用非該当」といった区分を使用して、診断結果を記録してはどうか
◆ 何か問題が生じた際の対応や記録・報告をどうするか、また、その対応に当たっては、原因を究明するととも

に、前のプロセスに戻れる仕組みという観点や（実施した結果や成果物の記録・報告に関しては、既存の
取組や資料をいかしつつ）再現性を確保するという観点が重要ではないか

◆ 「ミスを防ぐ観点から作成すべき」という視点が重要と考える
◆ プロセス間の関係や各プロセスの目的、インプット・アウトプットをブレイクダウンして分かりやすく整理した上で

要求事項を検討することで議論がより深まるのではないか
◆ 定めるべき基準・手順の例示として列挙されている内容について、それらがどのような観点から挙げられてい

るか改めて確認すべきではないか など
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☛ こうした御意見等を踏まえ、まずは統計作成プロセス診断の「試行」に向け、
さらに要求事項の検討を進める予定



＜ 「基本方針」における具体的な審議の進め方（ポイント）＞

● 「方針」については、ISO20252規格の認証スキームの要素等を参考としつつ、統計監理官の活
動に関する指針も含め、検討［参考8（今後の課題、論点の現時点の整理）、参考9］

12

Ⅴ 現時点におけるアウトプットイメージ及び今後の審議予定

＜第３回タスクフォース会合における整理（「基本方針」の内容に加え、今般の取組の趣旨・目的等）＞

「総論」的な内容の記載について
＜タスクフォースとしての対応＞
◆ 以下のような要求事項の意義・目的、用途・活用方法や統計作成プロセスの全体像などについては、

ご指摘も踏まえ、最終的に要求事項と一体として整理する「方針」の「趣旨・目的」、あるいは「対象」
「範囲」等の中に明記
（内容については、「中間整理案」に基づく診断の試行結果を踏まえた上で、最終的に整理）

● 統計作成プロセス診断は、現状を客観的にチェックした上で、より良い改善の在り方を共に検討する（ポジティブな）取組
● 要求事項は、この各プロセス（工程）の現状を統計作成者自ら、また、統計作成プロセス診断時に第三者である統計監理官が確認する際の

「統計の品質確保に向けた基本的な基準・手順・視点」であり、「改善の在り方を検討する際の端緒」
● 診断に当たっては、調査実施者の懸念・負担感の抑制の観点から、標準マニュアルに基づく「作成・整理・保管するドキュメント・成果物（→既存の資

料の活用等各府省の負担にも留意した現実的なもの）」や「業務内容」等を具体的な確認資料・判断材料として活用

第３回TF資料１(抜粋)

☛ 統計作成プロセス診断の「試行」に向け、今後６月～８月にかけて「試行方針」を検討。［参考10］
試行結果も踏まえ、今年度末までを目途に、「要求事項」及び「方針」について一体として、ＴＦとしての最終的
な整理案を取りまとめる予定。
（以上、部会に随時ご報告予定）



［参考8］
統計作成プロセス監査の「要求事項」・「方針」（今後の課題、論点の現時点の整理）

パラレル

認証機関の遂行能力に関する「認定の基準」
[ ISO/IEC17065（Guide 65）]

【ISOやJISなどの規格認証】

製品の品質や安全性などに直接関わる「認証（適合性評
価）の基準」 （製品要求基準） [JISY20252など]

認証機関と認証依頼者との合意による「認証の仕方
の基準」（要求事項の追加を含む。）

【統計作成ﾌﾟﾛｾｽの第三者ﾁｪｯｸ(監査)】

品質保証ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを中心に各種ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの内容を
ベースとし、体系的に再整理、あるいは修正・追加
（「標準ﾏﾆｭｱﾙ」整備の取組とも連携）

各府省の現状も踏まえつつ、「重要性」に応じ「要求度
合い」を区分（ex「必須」「推奨」）

１.適用範囲
２.関係文書
３.用語と定義
４.本認証制度の構成
５.認証範囲
６.製品認証ｼｽﾃﾑ
７.認証の有効期間
８.サーベイランス
９.再認証
10.評価
①サンプリング条件と

評価

認証スキーム（MRSPC）

②認証対象サービスの
成果物の評価

③評価方法
④審査工数
⑤不適合の扱い

11.認証に関する決定
12.審査員に対する要件
13.認証マークの取り扱い
14.苦情に対する対応
15.認証されたサービスの

クライアント及び第三
者からのアクセス

方針（基準の適用（適合）の仕方・実施方法等）
趣旨・目的：

要求事項に係る現状確認を通じ、利用者に信頼を与
えるともに、統計作成プロセスの水準の段階的な向上
を図り、各府省の公的統計の品質確保・改善を支援

対象：個々の統計単位（サービスプロセス＋
マネジメントシステム）

範囲※
頻度・タイミング※
体制※：「統計監理官」中心（Cf認証機関）
 「統計監理官」の任命（Cf認定機関）、資質要件、

育成等※
チェックの仕方（方法、結果の評価方法・取りまと

め・提示、決定手続etc）
各府省の自己チェックを前提

結果の処置・フォローアップ※
結果の公表・範囲※ など
※については、試行実施の結果を踏まえつつ決定

要求事項(必要となるor望ましい基準・手順・視点)
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第1回TF資料１(抜粋)



［参考９］
【参考】「公的統計の品質保証に関するガイドライン」等の概要（全体像）
【公的統計の品質保証に関するガイドライン「別紙４ 統計調査の実施過程の質評価事項」の概要】
Ⅰ 調査業務を適正かつ確実に遂行するための基本原則

・・・・１.組織と責任、２.調査の秘密保持・保管、３.記録に関する一般、など
Ⅱ 調査の企画管理

・・・・１.業務の委任・委託先への指示・説明、２.調査票の変更、など
Ⅲ データ収集

・・・・１.調査票収集業務の実施状況の把握、２.情報通信技術を用いた調査情報等の収集、など

Ⅳ データの管理と処理
・・・・１.調査票（紙）又は調査票データの訂正、２.調査票データの正確性等の確保、など

Ⅴ 調査報告書

14

【日本品質管理学会規格「公的統計調査のプロセス‐指針と要求事項」の概要】
１. 適用範囲 ⇒公的統計調査（基幹統計調査・一般統計調査）
２. 引用規格 ⇒調査票情報等の管理及び漏えい等の対策に関するガイドライン、など
３. 用語と定義 ⇒ISO20252、ISO3534-4、JSQC-Std00-001、など
４. マネジメントシステム ⇒4.1 組織と責任、4.2 調査の秘密保持、4.3 記録に関する一般、など
５. 調査の企画管理 ⇒5.1 公的統計調査に関する指示・説明、5.2 標本抽出、など
６. データ収集 ⇒6.1 一般、6.2 指導員・調査員の管理、募集・採用及び教育・訓練、など
７. データ管理と処理 ⇒7.1 一般、7.2 紙の調査票のデータ入力、など
８. 公的統計調査プロジェクトの報告

【ガイドライン本文】
1 目的
2 背景
3 基本原則
4 適用範囲
5 実施方法等
（別紙４として「統計調査の
実施過程の質評価事項」）
6 計画的な推進
7 その他

【学会規格序文】
・ 必要性
・ ISO20252
・ 公的統計の特性
・ 基本的な定義

第1回TF資料１(抜粋・追記)

※

※

※今般の個別の要求事項（案）の参照元



［参考10］統計作成プロセス診断の「試行」に向けた検討（座長私案。６月以降具体の検討）

【実施前】

【実施】
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◆ 各府省・各統計の特性に応じた幅広い選定を意識（例：
基幹・一般の別、世帯・企業等の対象別、規模別 等）

◆ 各府省の負担、効率的実施にも配慮（例：各府省１～２
統計、点検・評価の実施時期等も勘案 等）

◆ ＴＦの有識者構成員を中心に試行を実施することが現実的
ではないか

事前準備
・調査計画を始めe-Stat掲載情報の確認
・業務マニュアルの入手、確認
・調査計画の履行状況や統計ごとの業務マニュアル及
び同マニュアルに基づく成果物・ドキュメント（実施記録
等）の整備状況などの各府省による自己チェック など

診断
・手順（＝業務マニュアル）の整備及び手順に基づく

実施状況の把握・管理の現状等を成果物・ドキュメン
トや担当者ヒアリングの実施により確認 など

診断結果の整理
・上記確認により把握された現状を踏まえ、「推奨」要
求事項も踏まえ、段階的な水準の向上に向けた助言、
（継続的な）支援等の内容についても検討
・横展開可能なベストプラクティスの有無の検討 など

◆ 診断の効率化を図るため、診断側で事前に収集すべき情報の
範囲等を検討する必要（例：業務マニュアル等）

◆ 診断実施に先立って、各府省による自己チェックのやり方を併
せて検討する必要

◆ 業務マニュアルに基づく成果物・ドキュメントを具体的な確認
資料・判断材料として活用することとするか（→既存の資料の
活用等各府省の負担にも留意した現実的な対応）

◆ 各統計の特性に応じ、「不適用」「適用非該当」等となる要
求事項を整理する必要があるか

◆ 診断者による判断の差異を防ぐ方策も必要か

対象範囲、実施体制
・対象とする統計の選定（種別、対象数など）
・実施者等の選定 など

【実施後】



Ⅵ 今後のタスクフォース審議に向けて御意見を伺いたい事項

＜統計作成プロセス診断の「範囲」について＞
● 第Ⅲ期基本計画において、統計の区分に応じたメリハリのある対応が求められているところ

⇒ 公的統計全体を視野に入れた上で、統計の区分に応じた診断頻度や作成方法に応じた診断時に確認する要
求事項の範囲等を検討することも必要と考えられるが、「総合的対策」※も踏まえ、まずは基幹統計調査を対象
の中心としていくなど、どのように整理を進めればよいか【用語（ex集計orデータ処理）や定義等の整理、あるいは、
診断側の将来的な「体制」とも関連】
（※「総合的対策」では、当面は、リスクの大きい事項や重要な統計を対象とすることとされている。）

＜統計作成プロセス診断の対象「単位」について＞
● 個々の統計を単位として「診断」を実施することを想定して検討を進めているところ、課室横断的な「管理（マネジ

メントシステム）」に関する対応も求められうる状況

⇒ 「管理（マネジメントシステム）」について、体制の確保・職員の育成などに関し、課室横断的な要求事項を加え
ることも考えられるところ、どのように整理を進めればよいか【要求事項の全体構成とも関連】

＜ＰＤＣＡサイクルの確立に向けた取組の充実に向けて＞
● 第Ⅲ期基本計画において、統計作成プロセス診断は、「ＰＤＣＡサイクルの確立等」の一環とされており、この枠

組みの中では、調査計画に主眼を置いた「点検・評価ガイドライン」に基づく取組が先行している状況

⇒ 統計作成プロセス診断も統計作成の実施状況をチェックする意味において、「点検・評価」の取組と軌を一にして
おり、各府省の事務負担も踏まえ、それぞれの取組の関係や整合性も含め、どのように整理を進めればよいか
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